
お
知
ら
せ

　「
教
団
新
報
」
今
号
を

4
9
5
6
・
5
7
合
併
号

と
し
、
次
号
は
9
月
25
日

に
発
行
し
ま
す
。

総
幹
事
　
秋
山
　
徹

　
第
76
回
東
北
教
区
総
会

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
本

年
5
月
に
議
決
権
行
使
書
に

よ
っ
て
開
催
し
た
。

　
総
会
議
員
総
数
1
5
0
の

う
ち
、
返
信
数
は
1
2
8
で

総
会
成
立
を
確
認
。
議
案
の

賛
否
を
集
計
し
た
結
果
、
す

べ
て
の
議
案
は
過
半
数
の
賛

成
を
も
っ
て
承
認
、
可
決
さ

れ
た
。
そ
の
中
に
は
教
区
役

員
の
任
期
延
長
に
関
す
る
件

が
含
ま
れ
る
。
19
年
度
総
会

で
選
出
さ
れ
た
常
置
委
員

教区総会報告 昨年の対応を踏まえ、多くの教区が5月に開催
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5
月
25
〜
26
日
に
開
催
が

予
定
さ
れ
て
い
た
第
76
回
奥

羽
教
区
定
期
総
会
は
、
昨
年

に
引
き
続
き
、
予
定
さ
れ
て

い
た
議
案
を
書
面
決
議
に
て

取
り
扱
う
こ
と
と
な
っ
た
。

教
区
常
置
委
員
会
で
は
、
ギ

リ
ギ
リ
ま
で
対
面
形
式
で
の

開
催
の
た
め
の
準
備
を
進
め

て
い
た
。
し
か
し
、
例
年
の

会
場
で
あ
る
奥
羽
キ
リ
ス
ト

教
セ
ン
タ
ー
で
は
「
密
」
の

状
態
を
避
け
ら
れ
な
い
、
広

い
他
会
場
で
の
開
催
は
費
用

増
や
教
区
事
務
所
の
過
重
負

担
が
生
じ
る
、
県
を
ま
た
い

で
集
う
こ
と
が
困
難
な
方
々

が
い
る
、
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催

と
し
た
場
合
は
各
教
会
・
伝

道
所
の
ネ
ッ
ト
接
続
環
境
に

違
い
が
あ
る
こ
と
等
の
理
由

と
一
地
区
よ
り
書
面
開
催
を

求
め
る
意
見
書
が
届
け
ら
れ

た
こ
と
に
鑑
み
、
苦
渋
の
決

断
で
は
あ
っ
た
が
2
年
連
続

の
書
面
決
議
を
決
め
た
。

　
書
面
決
議
実
施
に
向
け
た

手
続
き
は
教
区
ご
と
に
違
い

が
あ
る
と
聞
く
が
、
奥
羽
教

区
で
は
総
会
開
催
に
関
す
る

教
区
規
則
一
時
運
用
停
止
の

賛
否
を
議
決
権
行
使
書
に
て

問
い
、
承
認
を
経
て
書
面
決

議
用
の
議
案
を
整
え
直
し

た
。

　
会
計
決
算
・
予
算
案
、

2
0
2
1
年
度
宣
教
計
画
案

等
す
べ
て
の
議
案
が
賛
成
多

数
で
承
認
さ
れ
た
が
、
特
記

事
項
と
し
て
、
教
団
総
会
議

員
（
昨
年
の
総
会
に
て
任
期

を
延
長
）、
教
区
三
役
並
び

に
常
置
委
員
、
各
部
・
各
委

員
の
任
期
を
1
年
延
長
さ
せ

る
こ
と
が
承
認
さ
れ
た
。
教

区
規
則
に
定
め
ら
れ
た
選
挙

方
法
に
基
づ
い
て
郵
送
で
選

挙
を
実
施
す
る
こ
と
が
難
し

い
こ
と
が
理
由
で
あ
る
が
、

次
期
総
会
で
は
教
団
総
会
議

員
と
教
区
三
役
・
常
置
委
員

選
挙
が
重
な
る
こ
と
と
な

り
、
今
後
の
総
会
運
営
の
課

題
で
あ
る
。

　
ま
た
、
2
0
2
0
年
度
経

常
会
計
剰
余
金
処
理
の
中

で
、
教
区
内
教
会
・
伝
道
所

に
一
律
2
万
円
を
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
費
と
し
て

送
っ
た
。
昨
年
度
は
途
中
で

教
会
負
担
金
の
1
割
削
減
が

な
さ
れ
た
が
、
経
済
的
に
大

き
な
影
響
を
受
け
て
い
る
教

会
・
伝
道
所
が
少
な
く
な
い

中
、
僅
か
ば
か
り
で
も
支
え

と
な
る
こ
と
が
願
わ
れ
て
い

教区

奥
羽

「
神
の
国
」の
希
望
に
立
っ
て
歩
む

　
第
71
回
中
部
教
区
総
会

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
よ
り
昨
年
度
に
続

け
て
、
議
決
権
行
使
書
に
よ

り
行
わ
れ
た
。
当
初
、
東
海

側
と
北
陸
側
の
2
会
場
に
分

か
れ
て
行
え
な
い
か
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
重
ね
た
が
、

2
月
の
常
置
委
員
会
で
集

ま
っ
て
行
う
こ
と
は
不
可
能

と
判
断
し
た
。

　
5
月
18
日
に
『
総
会
議

案
・
報
告
書
』
と
各
議
案
に

つ
い
て
諮
る
「
議
決
権
行
使

書
」
を
議
員
宛
に
送
付
し
、

6
月
15
日
に
教
区
監
査
委
員

立
ち
合
い
の
も
と
集
計
及
び

開
票
を
行
っ
た
。そ
の
結
果
、

正
議
員
1
9
7
名
中
1
7
7

名
の
返
信
が
あ
り
、〈
議
案

1
〉「
教
区
総
会
の
議
決
権

行
使
書
に
よ
る
決
議
に
関
す

る
件
」
に
つ
い
て
1
7
7
名

全
員
が
賛
成
し
た
こ
と
を
6

月
22
日
に
開
催
し
た
常
置
委

員
会
で
確
認
し
、
教
区
総
会

が
成
立
し
た
。
ま
た
、
す
べ

て
の
諸
報
告
と
議
案
に
つ
い

て
、
議
決
権
行
使
書
の
結
果

が
賛
成
多
数
に
よ
り
承
認
、

可
決
し
た
。
三
役
選
挙
及
び

常
置
委
員
選
挙
は
、
任
期
2

年
の
再
選
と
な
っ
た
。

　
教
区
総
会
で
は
毎
年
、「
宣

教
実
施
目
標
案
に
関
す
る

件
」
が
審
議
さ
れ
て
い
る
。

書
面
で
は
議
論
が
尽
く
せ
な

い
た
め
昨
年
度
の
目
標
案
を

基
本
的
に
は
ス
ラ
イ
ド
し
た

が
、「
日
本
基
督
教
団
の
課

題
に
つ
い
て
理
解
を
深
め

る
」
の
項
に
「
教
団
出
版
局

教区

中
部

出
版
局
の
課
題
を
覚
え
て
祈
る

の
課
題
を
覚
え
て
祈
る
」
こ

と
が
追
記
さ
れ
、
そ
の
議
案

が
可
決
さ
れ
た
。

　
な
お
、
同
日
午
後
5
時
よ

り
、
准
允
式
と
逝
去
教
師
追

悼
祈
祷
会
を
名
古
屋
中
央
教

会
礼
拝
堂
で
行
い
、
ユ
ー

チ
ュ
ー
ブ
に
て
配
信
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
対
応
に
よ
り
低
下
し
た
教

会
財
政
へ
の
支
援
の
た
め
、

2
0
2
1
年
度
負
担
金
は
、

減
免
措
置
を
し
た
2
0
2
0

年
度
負
担
金
と
同
額
に
し

た
。
緊
急
謝
儀
援
助
・
特
別

伝
道
費
援
助
も
昨
年
度
と
同

じ
方
法
で
進
め
る
こ
と
と
し

た
。

（
尹
成
奎
報
）

る
。

　
教
区
第
6
期
長
期
宣
教
基

本
方
針
「
希
望
に
生
き
る
教

会
」
の
最
後
の
2
年
、
コ
ロ

ナ
禍
の
中
の
様
々
な
難
し
さ

が
ま
だ
続
く
と
予
想
せ
ざ
る

を
得
な
い
。
し
か
し
、
こ
の

中
に
あ
っ
て「
教
会
に
は『
神

の
国
の
希
望
』
が
与
え
ら
れ

て
お
り
、
教
会
は
そ
の
希
望

に
立
っ
て
歩
む
よ
う
に
招
か

れ
て
い
る
こ
と
を
覚
え
た

い
。（
2
0
2
1
年
度
教
区

宣
教
計
画
よ
り
）」
と
の
言

葉
を
胸
に
、
北
東
北
3
県
そ

れ
ぞ
れ
の
地
で
委
ね
ら
れ
た

宣
教
の
働
き
を
共
に
担
い
行

く
年
度
と
な
る
こ
と
を
願
っ

て
い
る
。

（
松
浦
裕
介
報
）

（
教
職
）
の
う
ち
、
小
西
望

に
代
わ
り
20
年
4
月
か
ら
瀬

谷
寛
（
仙
台
東
一
番
丁
）。

　
そ
し
て
、
1
名
の
按
手
礼

式
と
、
1
名
の
准
允
式
を
、

6
月
18
日
開
催
の
常
置
委
員

会
の
中
で
、
保
科
隆
教
区
議

長
の
司
式
に
よ
っ
て
主
の
恵

み
の
う
ち
に
執
り
行
っ
た
。

（
長
尾
厚
志
報
）

教区

東
北

議
決
権
行
使
書
に
よ
り
開
催

　
2
0
2
1
年
度
も
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
終

息
を
見
通
す
こ
と
が
で
き

ず
、
第
81
回
北
海
教
区
定
期

総
会
の
開
催
方
法
に
つ
い
て

の
判
断
は
困
難
を
極
め
た
。

当
初
5
月
末
に
予
定
し
て
い

た
総
会
は
、
札
幌
市
内
の
感

染
状
況
悪
化
に
よ
り
、
7
月

22
日
、
23
日
に
延
期
と
な
っ

た
。
北
海
教
区
は
、
議
論
や

対
話
を
損
な
う
書
面
総
会
で

は
な
く
、
な
お
か
つ
密
を
避

け
る
方
法
と
し
て
、「
オ
ン

ラ
イ
ン
総
会
」
を
行
う
道
を

選
ん
だ
。ズ
ー
ム
を
使
用
し
、

可
能
な
限
り
各
議
員
を
個
別

に
繋
い
で
の
開
催
と
な
っ

た
。
ま
た
、
議
長
、
副
議
長
、

常
置
委
員
選
挙
は
グ
ー
グ
ル

フ
ォ
ー
ム
を
使
用
し
た
「
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
投
票
」
で

行
っ
た
。

　
誰
も
が
経
験
し
た
こ
と
の

な
い
総
会
で
あ
っ
た
が
、
事

前
説
明
会
、
練
習
、
各
議
員

の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
習
熟
度

調
査
を
何
度
も
重
ね
、
準
備

し
た
。
こ
の
総
会
は
、
お
互

い
の
信
頼
と
共
に
新
し
い
こ

教区

北
海

オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
、イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
投
票

と
に
挑
戦
し
よ
う
と
す
る
気

持
ち
が
成
立
さ
せ
た
と
考
え

て
い
る
。
ま
た
、
教
区
学
習

会
や
宣
教
協
議
会
を
通
し
て

経
験
値
を
重
ね
、
総
会
開
催

を
展
望
し
た
韓
守
賢
宣
教
部

委
員
長
の
働
き
と
呼
び
か
け

に
感
謝
し
た
い
。

　
議
案
に
つ
い
て
は
提
案
さ

れ
た
全
て
の
議
案
が
可
決
、

承
認
さ
れ
た
。
今
総
会
は
教

区
歳
入
歳
出
予
算
案
に
加

え
て
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
に
関
連
す
る
教

会
・
伝
道
所
へ
の
財
政
支
援

に
関
す
る
件
」が
提
案
さ
れ
、

可
決
さ
れ
た
。
コ
ロ
ナ
の
状

況
に
よ
っ
て
、
礼
拝
、
そ
の

他
の
活
動
休
止
に
よ
る
大
幅

な
減
収
、
財
政
危
機
に
対
応

す
る
も
の
で
あ
る
。

　
ま
た
、
平
和
の
課
題
に
取

り
組
む
た
め
の
特
別
決
議
5

議
案
、
菅
義
偉
政
権
に
よ
る

憲
法
無
視
に
抗
議
し
、
人
権

と
く
ら
し
を
守
る
た
め
の

ま
っ
と
う
な
政
治
と
コ
ロ
ナ

対
策
を
求
め
る
決
議
に
関
す

る
件
、「『
防
衛
』
政
策
を
根

本
的
に
転
換
す
る
と
と
も

に
、
沖
縄
県
辺
野
古
の
米
軍

基
地
建
設
工
事
を
中
止
し
、

そ
の
計
画
の
撤
回
を
求
め
る

声
明
」の
採
択
に
関
す
る
件
、

政
府
に
原
子
力
政
策
の
転
換

を
求
め
、
そ
の
た
め
の
運
動

を
推
進
す
る
決
議
に
関
す
る

件
、
日
本
政
府
に
対
し
、
韓

国
元
「
徴
用
工
」（
強
制
労

働
被
害
者
）
へ
の
日
本
の
企

業
に
よ
る
賠
償
問
題
と
、
日

本
軍
「
慰
安
婦
」
と
さ
れ
た

女
性
へ
の
日
本
政
府
の
賠
償

責
任
に
つ
い
て
真
摯
に
向
き

合
う
よ
う
求
め
、
北
海
教
区

と
し
て
歴
史
修
正
主
義
に
抗

し
過
去
の
歴
史
責
任
に
向
き

合
う
た
め
の
運
動
を
推
進
す

る
件
、
2
0
2
1
年
度
ア
イ

ヌ
民
族
の
権
利
を
回
復
す
る

運
動
の
推
進
決
議
に
関
す
る

件
が
可
決
さ
れ
た
。

　
三
役
選
挙
結
果

【
議
長
】
原
和
人
（
札
幌
手

稲
）、【
副
議
長
】
木
村
拓
己

（
美
唄
）、【
書
記
】齋
藤
開（
美

馬
牛
福
音
・
旭
川
星
光
）

　
常
置
委
員
選
挙
結
果
（
半

数
改
選
）

【
教
職
】
杉
岡
ひ
と
み
（
千

歳
栄
光
）、西
間
木
公
孝
（
新

得
）、指
方
信
平（
札
幌
北
光
）

【
信
徒
】
松
島
直
子
（
札
幌

手
稲
）、
板
谷
良
彦
（
札
幌

北
部
）

（
齋
藤
　
開
報
）

上段左から、木村副議長、齋藤書記
下段左から、原議長、韓宣教部委員長
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前
回
同
様
、
感
染
症
予
防

の
た
め
書
面
開
催
と
な
っ

た
。
稟
議
期
間
を
5
月
23
日

か
ら
5
月
31
日
と
し
、
期
間

中
に
教
区
事
務
所
へ
議
決
権

行
使
書
を
郵
送
し
て
も
ら

い
、
議
員
総
数
1
2
0
名
中

94
名
の
提
出
が
あ
っ
た
。
全

議
案
が
賛
成
多
数
で
可
決
さ

れ
た
。

　
議
案
は
定
例
に
加
え
、
特

別
議
案
2
件
「『
教
区
運
営

資
金
運
用
基
準
』
改
訂
に
関

す
る
件
」
と
「
元
豊
浦
教
会

会
堂
牧
師
館
解
体
撤
去
工
事

に
関
す
る
件
」
が
上
程
さ
れ

た
。

　
前
者
は
、
総
会
決
議
を
必

要
と
し
て
い
た
教
区
基
金
か

ら
の
支
出
を
、
常
置
委
員
会

の
判
断
（
3
分
の
2
以
上
の

賛
成
）
で
可
能
に
す
る
運
用

基
準
改
訂
の
提
案
で
あ
る
。

但
し
、
そ
れ
は
自
然
災
害
や

疫
病
に
よ
り
財
政
的
に
逼
迫

す
る
教
会
・
伝
道
所
の
教
区

負
担
金
減
免
を
目
的
と
す
る

教
区
一
般
会
計
補
正
予
算
編

成
の
場
合
に
限
ら
れ
る
。

　
後
者
は
、
第
68
回
定
期
総

会
に
て
解
散
が
承
認
さ
れ
た

　
第
1
4
5
回
教
区
定
期

総
会
は
書
面
決
裁
で
行
い

（
3
月
27
日
に
開
票
）、
議
決

権
行
使
書
提
出
者
は
議
員

数
2
3
0
名
中
1
6
3
名
、

う
ち
無
効
1
名
で
あ
っ
た
。

2
0
2
1
年
度
神
奈
川
教
区

活
動
方
策
案
・
活
動
計
画
案
、

神
奈
川
教
区
予
算
案
・
各
教

会
負
担
金
割
当
案
は
、
い
ず

れ
も
賛
成
多
数
で
承
認
さ
れ

た
。
な
お
、
2
月
常
置
委
員

　
21
年
度
定
期
総
会
を
当

初
、
5
月
21
～
22
日
に
京
都

教
会
内
の
2
会
場
リ
モ
ー
ト

開
催
を
予
定
し
た
。し
か
し
、

コ
ロ
ナ
感
染
状
況
悪
化
で
、

臨
時
（
書
面
）
常
置
委
員
会

に
よ
り
昨
年
同
様
の
書
面
総

会
実
施
を
決
定
し
た
。

　
議
決
権
行
使
書
締
切
を
5

月
12
日
と
し
、
推
薦
を
含
ま

な
い
正
議
員
1
4
1
名
中

1
0
8
名
の
行
使
書
送
付
に

よ
り
定
足
数
成
立
し
た
。
議

案
可
決
に
は
、
書
面
総
会
の

特
別
性
か
ら
3
分
の
2
賛
成

を
必
要
と
し
た
。

　
法
定
議
案
で
は
、
教
区
総

会
議
長
・
副
議
長
・
書
記
・

常
置
委
員
の
選
挙
は
行
わ

ず
、
任
期
1
年
延
長
を
可
決

し
た
。
そ
の
他
は
昨
年
同
様

に
提
案
・
可
決
し
、
予
算
案

は
教
区
負
担
金
7
％
減
で
成

立
、
教
団
総
会
議
員
選
挙
は

郵
便
投
票
を
行
い
、
三
役
・

常
置
委
員
以
外
か
ら
選
出
し

た
選
挙
管
理
委
員
会
が
実
施

し
た
。
ま
た
、
准
允
・
按
手

を
「
権
威
の
委
譲
で
は
な
く

教
区
全
体
か
ら
の
祝
福
と
し

て
、
教
区
総
会
議
長
に
執
行

を
一
任
す
る
」
提
案
を
可
決

し
た
。
こ
れ
を
受
け
5
月
22

日
京
北
教
会
を
会
場
に
公
開

礼
拝
の
中
で
、
1
名
准
允
・

4
名
按
手
を
実
施
し
た
。

教区

東
京

三
役
、常
置
委
員
、任
期
を
次
期

総
会
ま
で
延
長

会
は
、
正
教
師
の
按
手
礼
執

行
は
次
回
教
区
臨
時
総
会
で

行
う
こ
と
を
決
定
し
た
。

　
第
1
4
6
回
教
区
臨
時
総

会
は
4
月
4
日
、
清
水
ヶ
丘

教
会
で
、
教
区
三
役
は
Ｐ
Ｃ

Ｒ
検
査
が
陰
性
で
あ
る
こ
と

を
確
認
し
、
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ－

19
感
染
予
防
対
策
を
行
っ
た

う
え
、
開
催
し
た
。
し
か

し
、
定
足
数
に
達
せ
ず
、
流

会
と
な
っ
た
。
そ
の
場
で
直

ち
に
臨
時
常
置
委
員
会
が
招

集
さ
れ
、
正
教
師
3
名
の
按

手
礼
執
行
が
承
認
さ
れ
、
行

わ
れ
た
。
な
お
、
こ
の
件
に

つ
い
て
常
置
委
員
会
お
よ
び

第
1
4
7
回
教
区
定
期
総
会

に
報
告
し
、
了
承
さ
れ
た
。

　
第
1
4
7
回
教
区
定
期

総
会
は
、
6
月
25
日
、
26

日
に
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ－

19
感

染
予
防
対
策
を
行
っ
た
う

え
、
清
水
ヶ
丘
教
会
で
開

三
原
教
会
に
て
按
手
礼

新三役、左から
佐野副議長、古谷議長、宮川書記

教区

神
奈
川

感
染
予
防
対
策
を
行
い
、開
催

教区

京
都

　

教
区
負
担
金
、7
％
減

催
さ
れ
た
。
出
席
者
は
議

員
数
2
2
8
名
中
1
2
7
名

で
あ
っ
た
。
補
教
師
4
名

の
准
允
執
行
が
行
わ
れ
た
。

2
0
2
0
年
度
神
奈
川
教
区

教
務
報
告
、
各
地
区
各
委
員

会
報
告
、
神
奈
川
教
区
決
算

報
告
・
監
査
報
告
が
承
認
さ

れ
た
。

　
三
役
選
挙
結
果

【
議
長
】
古
谷
正
仁
（
蒔
田
）、

【
副
議
長
】
佐
野
匡
（
横
浜

本
郷
台
）、【
書
記
】
宮
川
忠

大
（
横
浜
本
牧
）

　
常
置
委
員
選
挙
結
果

【
教
職
】
平
良
愛
香
（
川
和
）、

三
宅
宣
幸
（
元
住
吉
）、
金

子
信
一
（
湯
河
原
）、
藤
掛

順
一
（
横
浜
指
路
）、
井
殿

準（
翠
ヶ
丘
）、網
中
彰
子（
横

浜
明
星
）

【
信
徒
】
沖
田
忠
子
（
横
浜

港
南
台
）、古
賀
健
一
郎
（
紅

葉
坂
）、
世
安
正
明
（
衣
笠

病
院
）、松
橋
秀
之
（
蒔
田
）、

荒
木
美
智
子
（
鎌
倉
雪
ノ

下
）、
若
崎
重
武
（
橋
本
）

　
教
団
総
会
議
員
選
挙
結
果

【
教
職
】
秋
間
文
子
（
茅
ヶ

崎
南
湖
）、
古
谷
正
仁
（
蒔

田
）、
平
良
愛
香
（
川
和
）、

孫
裕
久
（
川
崎
戸
手
）、
網

中
彰
子
（
横
浜
明
星
）、
佐

野
匡
（
横
浜
本
郷
台
）、
宗

野
鏡
子
（
田
園
江
田
）、
藤

掛
順
一
（
横
浜
指
路
）、
宮

川
忠
大
（
横
浜
本
牧
）、
三

宅
宣
幸
（
元
住
吉
）、
寺
田

信
一
（
横
須
賀
小
川
町
）、

小
宮
山
剛
（
逗
子
）、
原
宝

（
上
大
岡
）、
山
﨑
正
幸
（
横

浜
二
ッ
橋
）

【
信
徒
】
伊
東
永
子
（
翠
ヶ

丘
）、
沖
田
忠
子
（
横
浜
港

南
台
）、
古
賀
健
一
郎
（
紅

葉
坂
）、松
橋
秀
之
（
蒔
田
）、

望
月
克
仁
（
鎌
倉
雪
ノ
下
）、

斉
藤
圭
美
（
高
座
渋
谷
）、

佐
々
木
雅
子
（
鎌
倉
恩
寵
）、

安
達
直
樹
（
横
浜
菊
名
）、

本
城
勇
介
（
鎌
倉
雪
ノ
下
）、

塚
本
智
子
（
横
浜
指
路
）、

吉
岡
直
人
（
六
角
橋
）、
世

安
正
明
（
衣
笠
病
院
）、
若

崎
重
武
（
橋
本
）、
髙
橋
信

夫
（
新
丸
子
）（佐

野
　
匡
報
）

豊
浦
教
会
の
建
物
解
体
費
用

と
し
て
、
教
区
運
営
資
金
か

ら
4
0
0
万
円
を
限
度
と
し

支
出
す
る
提
案
で
あ
る
。
こ

の
間
、
常
置
委
員
会
が
主
体

と
な
り
教
会
跡
地
売
却
に
努

め
た
が
、
老
朽
化
建
物
の
残

存
が
ネ
ッ
ク
と
な
っ
て
い

た
。
販
売
促
進
に
加
え
、
老

朽
化
建
物
の
安
全
管
理
が
困

難
で
あ
る
こ
と
も
一
因
で
あ

る
。
な
お
、
更
地
に
し
た
場

合
の
土
地
売
却
見
込
み
額
は

解
体
費
用
を
上
回
る
。
売
却

の
際
は
、
解
体
費
を
教
区
運

営
資
金
に
繰
入
れ
る
こ
と
に

し
て
い
る
。

　
定
例
議
案
の
内
、
三
役
・

常
置
委
員
選
挙
は
実
施
困
難

で
あ
る
た
め
延
期
、
1
年
延

長
を
提
案
し
た
。
次
回
総
会

で
選
出
さ
れ
る
三
役
・
常
置

委
員
の
任
期
は
、
そ
こ
か
ら

新
た
に
2
年
間
と
す
る
こ
と

を
付
帯
事
項
と
し
て
諮
っ

た
。
ま
た
、
常
設
委
員
会
・

常
設
専
門
部
・
特
別
委
員
会

の
委
員
選
任
に
つ
い
て
も
、

同
様
に
任
期
延
長
を
諮
っ

た
。
按
手
礼
と
准
允
式
の
執

行
は
、
教
区
総
会
議
長
に
執

行
時
期
・
場
所
を
一
任
す
る

こ
と
で
承
認
さ
れ
た
。後
日
、

7
月
中
に
、林
智
之
教
師（
三

原
教
会
主
任
担
任
）
按
手
礼

と
梅
原
久
美
子
教
師
（
広
島

牛
田
教
会
担
任
）准
允
式
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
教
会
で
執
り
行

わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
ま

た
、
定
期
総
会
と
あ
わ
せ
、

教
区
教
職
退
職
慰
労
金
共
済

会
総
会
が
同
日
程
で
書
面
開

催
さ
れ
、
全
議
案
が
可
決
さ

れ
た
こ
と
も
言
及
し
て
お

く
。

　
今
回
は
総
会
開
催
前
に
別

日
程
で
、
オ
ン
ラ
イ
ン
議
案

説
明
会
を
実
施
し
た
。
議
案

の
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
た

め
で
あ
る
が
、
2
年
連
続
で

書
面
開
催
と
な
っ
た
弊
害
や

課
題
は
多
く
残
る
。
必
要
な

対
応
を
常
置
委
員
会
で
協
議

し
て
い
き
た
い
。

（
鎌
野
　
真
報
）

教区

西
中
国

「
教
区
運
営
資
金
運
用
基
準
」を
改
訂

　
東
京
教
区
第
81
回
定
期
教

区
総
会
は
「
毎
年
5
月
中
に

一
回
開
く
」
と
定
め
る
教
区

規
則
に
従
っ
て
、
5
月
25
日

に
開
催
す
る
予
定
で
教
区
総

会
準
備
委
員
会
と
常
置
委
員

会
に
お
い
て
諸
準
備
を
進
め

て
き
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
予
防
に
適
し
た

会
場
を
得
る
こ
と
が
で
き
な

い
と
の
判
断
に
よ
り
書
面

（
議
決
権
行
使
書
）
に
よ
っ

て
開
催
し
た
。

　
常
置
委
員
会
に
て
総
会
議

員
総
数
は
4
7
6
名
と
確
定

さ
せ
、
会
期
は
5
月
25
日
か

ら
31
日
の
7
日
間
と
し
、『
議

案
・
報
告
書
』
を
配
付
し
た

上
で
返
信
用
封
筒
に
よ
り
5

月
31
日
ま
で
に
東
京
教
区
事

務
所
必
着
と
し
た
。

　
議
案
は
、
第
81
回
定
期
教

区
総
会
を
議
決
権
行
使
書
に

よ
っ
て
開
催
す
る
件
、
三
役

報
告
・
常
置
委
員
会
報
告
に

関
す
る
件
、
教
区
三
役
選
挙

に
関
す
る
件
（
三
役
の
任
期

を
定
め
た
教
区
規
則
第
9
条

の
適
用
を
停
止
し
、
そ
の
任

期
を
第
82
回
定
期
教
区
総

会
ま
で
延
長
す
る
）、
常
置

委
員
半
数
改
選
に
関
す
る

件
（
常
置
委
員
の
任
期
を
定

め
た
教
区
規
則
第
33
条
の
適

用
を
停
止
し
て
、
常
置
委
員

半
数
改
選
選
挙
を
第
82
回
定

期
教
区
総
会
ま
で
先
送
り
す

る
）、
2
0
2
0
年
度
の
決

算
案
承
認
に
関
す
る
件
、
教

会
記
録
審
査
報
告
承
認
に
関

す
る
件
（
2
0
1
8
年
度
・

2
0
1
9
年
度
・
2
0
2
0

年
度
の
教
会
総
会
記
録
審
査

を
第
82
回
定
期
教
区
総
会
で

行
う
）、
2
0
2
1
年
度
の

予
算
案
承
認
に
関
す
る
件
、

按
手
礼
・
准
允
執
行
に
関
す

る
件
（
本
総
会
期
中
の
教
師

検
定
試
験
合
格
者
に
対
す
る

按
手
礼
お
よ
び
准
允
の
執
行

承
認
を
常
置
委
員
会
に
委
任

す
る
）、
教
区
規
則
第
18
条

⑹
の
処
理
に
関
す
る
件
（
教

会
及
び
伝
道
所
の
設
立
・
開

設
・
合
併
・
加
入
ま
た
は
解

散
、
廃
止
及
び
教
会
種
別
の

変
更
に
関
す
る
事
項
の
本
総

会
期
中
の
処
理
を
常
置
委
員

会
に
委
任
す
る
）、
教
区
常

任
委
員
・
各
部
委
員
・
常
設

委
員
会
・
特
設
委
員
会
の
委

員
選
出
に
関
す
る
件
、
第
81

回
定
期
教
区
総
会
の
議
事
録

確
定
に
関
す
る
件
（
そ
の
確

定
を
常
置
委
員
会
に
付
託
）

と
し
た
。

　
6
月
1
日
に
議
決
権
行
使

書
開
票
委
員
会
を
教
団
会
議

室
に
て
開
催
し
、
提
出
総
数

3
3
1
通
、
有
効
投
票
数

3
2
9
通
と
確
認
し
、
各
議

案
に
つ
い
て
賛
否
を
集
計
し

た
結
果
、
全
て
の
議
案
が
賛

成
多
数
に
て
可
決
さ
れ
た
。

（
伊
藤
英
志
報
）

　
法
定
外
議
案
は
「
宗
教
法

人
『
京
都
教
区
セ
ン
タ
ー
教

会
』
設
立
に
向
け
て
伝
道
所

を
開
設
す
る
件
」、「
ク
ラ
ッ

パ
ー
ド
イ
ン
移
管
・
バ
ザ
ー

ル
カ
フ
ェ
法
人
設
立
に
向
け

た
経
過
報
告
に
関
す
る
件
」、

「
地
球
温
暖
化
防
止
に
取
り

組
み
、
原
発
依
存
な
き
パ
リ

協
定
目
標
達
成
を
政
府
に
求

め
る
件
」、「
第
42
回
教
団
総

会
で
の
教
団
機
構
改
定
に
反

対
し
教
団
総
会
議
案
2
件
を

提
出
す
る
件
」を
可
決
し
た
。

　
教
団
総
会
議
員
選
挙
結
果

【
教
職
】
今
井
牧
夫
（
京
北
）、

横
田
明
典
（
近
江
金
田
）、

入
治
彦
（
京
都
）、
内
山
友

也
（
京
都
葵
）、
井
上
勇
一

（
洛
南
）、
深
見
祥
弘
（
近
江

八
幡
）、横
田
法
子
（
草
津
）、

浅
野
献
一
（
室
町
）、
小
笠

原
純
（
平
安
）

【
信
徒
】
鳥
井
新
平
（
近
江

平
安
）、
谷
口
ひ
と
み
（
八

幡
ぶ
ど
う
の
木
）、
志
賀
勉

（
紫
野
）、
押
本
年
眞
（
丹
波

新
生
）、
加
藤
良
太
（
同
志

社
）、
松
田
規
（
福
知
山
）、

永
島
鉄
雄
（
草
津
）、
原
田

潔（
大
津
東
）、中
井
正
子（
堅

田
）

（
今
井
牧
夫
報
）

教 団 新 報 （2）　2021 年 8月 28日第 4956・57号　　　　　（第三種郵便物認可）



歳
。
東
京
都
生
ま
れ
。
59
年

東
京
神
学
大
学
大
学
院
卒

業
。
同
年
よ
り
川
桁
、
若
松

栄
町
教
会
を
牧
会
し
、
東
北

教
区
巡
回
教
師
と
な
る
。
遺

族
は
妻
・
髙
橋
眞
美
さ
ん
。

岩
田
雅
一
（
八
戸
北
伝
道
所

主
任
担
任
教
師
）

　
21
年
7
月
20
日
逝
去
、
78

歳
。
大
阪
府
生
ま
れ
。
71
年

農
村
伝
道
神
学
校
卒
業
。
72

年
よ
り
猪
苗
代
、
藤
崎
、
八

戸
柏
崎
教
会
、
八
戸
北
伝
道

所
を
牧
会
。
遺
族
は
妻
・
岩

田
厚
子
さ
ん
。

須
賀
誠
二
（
隠
退
教
師
）

　
21
年
7
月
25
日
逝
去
、
84

歳
。
東
京
都
生
ま
れ
。
62
年

日
本
聖
書
神
学
校
卒
業
。
同

年
よ
り
東
駒
形
、柿
ノ
木
坂
、

東
京
愛
隣
教
会
を
牧
会
し
、

15
年
隠
退
。
遺
族
は
妻
・
須

賀
厚
子
さ
ん
。

原
田
　
謙
（
隠
退
教
師
）

　
21
年
7
月
26
日
逝
去
、
88

歳
。
東
京
都
生
ま
れ
。
60
年

東
京
聖
書
学
校
卒
業
。
同
年

よ
り
上
総
大
原
、名
古
屋
西
、

北
九
州
復
興
、
更
生
教
会
を

牧
会
し
、
10
年
隠
退
。
遺
族

は
妻
・
原
田
み
づ
ほ
さ
ん
。

歳
。
兵
庫
県
生
ま
れ
。
80
年

准
允
、
84
年
受
按
。
81
年
よ

り
大
阪
淡
路
、
大
分
東
、
東

大
阪
教
会
を
牧
会
し
、
18
年

隠
退
。
遺
族
は
妻
・
太
田
友

子
さ
ん
。

高
橋
政
子
（
大
網
伝
道
所
主

任
担
任
教
師
）

　
21
年
6
月
7
日
逝
去
、
71

歳
。
岩
手
県
生
ま
れ
。
92
年

日
本
聖
書
神
学
校
卒
業
。
94

年
よ
り
大
網
伝
道
所
を
牧

会
。
遺
族
は
兄
・
高
橋
則
夫

さ
ん
。

市
川
美
雄
（
隠
退
教
師
）

　
21
年
7
月
5
日
逝
去
、
96

歳
。
東
京
都
生
ま
れ
。
62
年

日
本
聖
書
神
学
校
卒
業
。
65

年
よ
り
曳
舟
、
青
森
、
小
石

川
明
星
教
会
を
牧
会
し
、
99

年
隠
退
。
遺
族
は
妻
・
市
川

佐
保
さ
ん
。

大
沼
　
隆
（
隠
退
教
師
）

　
21
年
7
月
18
日
逝
去
、
87

歳
。
東
京
都
生
ま
れ
。
60
年

東
京
神
学
大
学
大
学
院
卒

業
。
同
年
よ
り
仙
台
外
記
丁

教
会
（
現
、仙
台
川
平
教
会
）

を
牧
会
し
、
宮
城
学
院
に
務

め
、
仙
台
川
平
教
会
、
宮
城

学
院
を
経
て
11
年
隠
退
。
遺

族
は
妻
・
大
沼
潤
子
さ
ん
。

桑
原
重
夫
（
隠
退
教
師
）

　
21
年
6
月
22
日
逝
去
、
95

歳
。
兵
庫
県
生
ま
れ
。
52
年

大
阪
神
学
校
卒
業
。
53
年
よ

り
摂
津
富
田
、
高
槻
向
山
教

会
を
牧
会
し
、
08
年
隠
退
。

遺
族
は
娘
・
後
藤
覚
子
さ
ん
。

土
山
牧
民
（
無
任
所
教
師
）

　
21
年
6
月
24
日
逝
去
、
91

歳
。
大
阪
府
生
ま
れ
。
57
年

プ
リ
ン
ス
ト
ン
神
学
校
卒

業
。
59
年
よ
り
鳳
、
大
和
キ

リ
ス
ト
教
会
を
牧
会
し
95
年

隠
退
、
98
年
復
職
し
、
00
年

ま
で
洲
本
教
会
を
牧
会
。
遺

族
は
妻
・
土
山
悠
子
さ
ん
。

島
田
　
進
（
日
立
教
会
主
任

担
任
教
師
）

　
21
年
7
月
22
日
逝
去
、
72

歳
。
新
潟
県
生
ま
れ
。
74
年

日
本
聖
書
神
学
校
卒
業
。
同

年
よ
り
輪
島
、
見
附
、
日
立

教
会
を
牧
会
。
遺
族
は
妻
・

島
田
信
子
さ
ん
。

髙
橋
　
力
（
東
北
教
区
巡
回

教
師
）

　
21
年
7
月
18
日
逝
去
、
88

鈴
木
一
朗
（
隠
退
教
師
）

　
21
年
3
月
26
日
逝
去
、
91

歳
。
神
奈
川
県
生
ま
れ
。
54

年
青
山
学
院
大
学
卒
業
。
55

年
よ
り
門
司
楠
町
、
美
竹
、

砧
、
茅
ヶ
崎
堤
教
会
を
牧
会

し
、10
年
隠
退
。
遺
族
は
妻
・

鈴
木
澄
子
さ
ん
。

太
田
　
稔
（
隠
退
教
師
）

　
21
年
5
月
27
日
逝
去
、
74

　
第
71
回
関
東
教
区
総
会

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
予
防
対
策
の
観
点
か
ら

書
面
決
議
で
行
わ
れ
た
。

　
総
会
開
催
予
定
日
で
あ
っ

た
5
月
26
日
必
着
で
、
議
員

2
6
4
名
中
1
9
0
名
の
行

使
に
よ
り
、
教
区
規
則
第
16

条
に
定
め
る
3
分
の
1
以
上

の
出
席
が
あ
っ
た
と
認
め
、

総
会
が
成
立
し
た
。
上
程
さ

れ
た
全
て
の
議
案
が
、
賛
成

多
数
に
よ
り
可
決
さ
れ
た
。

そ
の
う
ち
、
教
区
総
会
で
行

わ
れ
る
べ
き
選
挙
（
教
区
議

長
、
教
区
副
議
長
、
教
区
書

記
、
教
区
宣
教
部
委
員
長
、

教
区
常
置
委
員
、
教
区
各
部

委
員
、
教
団
総
会
議
員
）
は

行
わ
な
い
と
す
る
議
案
が
可

決
さ
れ
た
た
め
、
任
期
が
1

年
延
長
と
な
っ
た
。
こ
の

議
案
は
、
通
常
扱
う
議
案
と

は
異
な
る
た
め
、
3
分
の
2

以
上
の
賛
成
に
お
い
て
可
決

さ
れ
た
。
な
お
、「
阿
部
洋

治
教
師
の
正
教
師
登
録
に
関

す
る
件
」
は
、
議
案
の
準
備

は
し
た
が
、
上
程
は
さ
れ
な

か
っ
た
。

　
教
区
総
会
が
書
面
決
議
と

な
っ
た
た
め
、
総
会
会
期
中

に
行
わ
れ
て
き
た
准
允
式

は
、
昨
年
に
引
き
続
き
、
第

1
回
常
置
委
員
会
時
（
6
月

8
日
）
に
、関
係
者
の
み
で
、

大
宮
教
会
で
行
わ
れ
た
。
大

勢
が
共
に
集
い
祝
う
こ
と
が

で
き
な
い
こ
と
は
大
変
に
残

念
だ
。
こ
の
准
允
式
の
様
子

は
教
区
H
P
上
で
録
画
配
信

を
し
た
。

　
2
0
2
0
年
度
の
活
動
の

多
く
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
に
よ
っ
て
振
り
回

さ
れ
た
観
が
あ
る
。
そ
の
こ

と
が
、
議
長
報
告
の
中
に
も

色
濃
く
出
て
い
る
。
ま
た
、

2
0
2
1
年
度
活
動
方
針
も

「
御
言
葉
を
宣
べ
伝
え
な
さ

い
。
折
り
が
良
く
て
も
悪
く

て
も
励
み
な
さ
い
」
と
の
テ

モ
テ
へ
の
言
葉
に
よ
り
始
ま

り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

禍
に
あ
る
教
会
を
如
何
に
支

え
る
か
が
示
さ
れ
て
い
る
。

教
区
教
会
負
担
金
は
、
多
く

お
詫
び
・
訂
正

　
教
団
新
報
4
9
5
4
・

5
5
号
、
1
面「
常
議
員
会

報
告
」冒
頭
記
事
3
段
1
行

目「
東
野
尚
志
委
員
長
」
を

「
東
野
尚
志
書
記
」
に
、
3

面「
Ｌ
Ｅ
Ｔ
Ｓ
仙
台
」本
文

中
、
報
告
者
名「
竹
　
迫
之

（
白
川
教
会
）」
を
「
竹
迫
　

之（
白
河
教
会
）」
に
、
お
詫

び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

　
5
月
30
日
に
第
44
回
教
区

総
会
（
定
期
）
が
開
催
さ
れ

た
。
今
回
も
42
、
43
回
総
会

と
同
様
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
防
止
の
観
点
か
ら

書
面
開
催
、「
議
決
権
行
使

書
」
に
よ
る
決
議
方
法
を
と

る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
今
総
会
で
は
、
法
定
議
案

と
幾
つ
か
の
議
案
が
上
程
さ

れ
、
昨
年
行
わ
れ
な
か
っ
た

常
置
委
員
選
挙
と
秋
に
行
わ

れ
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
い

た
教
団
総
会
議
員
選
挙
が
郵

送
で
実
施
さ
れ
た
。

　「
議
決
権
行
使
書
」に
よ
っ

て
す
べ
て
の
議
案
が
承
認
・

可
決
さ
れ
、
教
団
総
会
議
員

選
挙
と
常
置
委
員
選
挙
が
無

事
に
集
計
出
来
た
こ
と
は
何

よ
り
も
主
な
る
神
様
の
導
き

に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
実
感

さ
せ
ら
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
今
総
会
で
も
「
准

允
に
関
す
る
件
」
が
上
程
さ

れ
、
園
田
久
遠
教
師
（
和
泉

玉
川
教
会
担
任
）、
玉
木
圭

子
教
師
（
片
倉
教
会
主
任
担

任
）、
山
名
高
広
教
師
（
玉

川
教
会
担
任
）
の
3
名
に
准

允
を
執
行
す
る
こ
と
が
承
認

さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況

で
も
福
音
を
語
る
同
労
者
が

立
て
ら
れ
た
こ
と
は
大
き
な

恵
み
の
出
来
事
で
あ
り
喜
び

で
あ
っ
た
。
な
お
、
准
允
式

に
つ
い
て
は
後
日
、
Ｓ
Ｃ
Ｆ

（
学
生
キ
リ
ス
ト
教
友
愛
会
）

の
礼
拝
堂
に
て
三
役
と
当
該

教
師
関
係
者
の
み
の
出
席
で

執
行
し
た
。

　
そ
し
て
、
教
区
と
し
て
大

き
な
痛
み
を
覚
え
る
「
調
布

柴
崎
伝
道
所
廃
止
に
関
す
る

件
」
が
上
程
さ
れ
た
。
規
則

で
は
常
置
委
員
会
で
の
承
認

を
経
て
申
請
が
可
能
な
事
項

で
あ
る
が
、
西
東
京
教
区
は

こ
れ
ま
で
も
教
区
総
会
で
の

承
認
を
経
て
申
請
を
行
っ
て

き
た
。
こ
の
こ
と
は
、
一
つ

教区

西
東
京

　

選
挙
を
郵
送
で
実
施

教区

関
東

折
り
が
良
く
て
も
悪
く
て
も

　
補
教
師
登
録

岩
住
明
日
香

（
2
0
2
1
・
6
・
27
受
允
）

梅
原
久
美
子

（
2
0
2
1
・
7
・
18
受
允
）

　
正
教
師
登
録

林
　
智
之

（
2
0
2
1
・
7
・
11
受
按
）

　
教
師
異
動

田
園
江
田
就（
担
）山
野
　
空

桜
本
　
　
就（
主
）下
園
昌
彦

相
模
原
　
辞（
主
）辻
川
　
篤

　
〃
　
　
就（
主
）藤
森
　
誠

　
〃
　
　
就（
担
）辻
川
　
篤

和
泉
短
期
大
学

就（
教
）坂
井
悠
佳

福
知
山
　
辞（
主
）李
　
相
勁

　
〃
　
　
就（
代
）井
上
勇
一

京
都
教
区
辞（
巡
）鄭
　
富
京

希
望
ヶ
丘
辞（
主
）遠
藤
　
勇

　
〃
　
　
辞（
担
）遠
藤
勇
司

　
〃
　
　
就（
主
）遠
藤
勇
司

　
〃
　
　
就（
担
）遠
藤
　
勇

香
里
ヶ
丘
辞（
担
）金
　
清
洛

清
教
学
園
中
学
高
校

就（
教
）金
　
清
洛

大
阪
生
野
辞（
主
）小
林
　
明

　
〃
　
　
就（
代
）黒
田
嗣
郎

平
真
　
　
就（
担
）小
林
　
明

都
城
城
南就（

担
）岩
住
明
日
香

土
気
あ
す
み
が
丘

辞（
主
）小
林
久
実

　
〃
　
　
就（
代
）真
壁
　
巌

の
教
会
だ
け
の
事
柄
で
は
な

く
、
教
区
全
体
で
福
音
宣
教

の
拠
点
が
一
つ
失
わ
れ
る
こ

と
の
痛
み
を
覚
え
、
祈
る
こ

と
の
大
切
さ
を
分
か
ち
合
っ

て
き
た
こ
と
で
あ
る
。
調
布

柴
崎
伝
道
所
の
こ
れ
ま
で
の

働
き
と
教
会
員
の
歩
み
を
覚

え
て
祈
っ
て
い
る
。

　
常
置
委
員
選
挙
結
果

【
教
職
】
古
屋
治
雄
（
阿
佐
ヶ

谷
）、
宮
﨑
新
（
本
郷
）、
岡

村
恒
（
高
幡
）、竹
前
治
（
清

瀬
信
愛
）、
有
馬
尊
義
（
西

荻
）、梅
津
裕
美（
荻
窪
清
水
）

【
信
徒
】
中
嶌
曉
彦
（
八
王

子
）、
宮
下
重
康
（
玉
川
）、

寺
山
正
一
（
小
金
井
緑
町
）、

山
口
玲
子
（
八
王
子
栄
光
）、

井
関
頌
司
（
白
鷺
）、
米
山

謙
（
阿
佐
ヶ
谷
）

　
教
団
総
会
議
員
選
挙
結
果

【
教
職
】
古
屋
治
雄
（
阿
佐
ヶ

谷
）、
願
念
望
（
白
鷺
）、
吉

岡
光
人
（
吉
祥
寺
）、
岩
田

昌
路（
狛
江
）、衛
藤
満
彦（
玉

川
）、
岡
村
恒
（
高
幡
）、
山

畑
謙
（
小
金
井
緑
町
）、
宮

崎
新
（
本
郷
）、竹
前
治
（
清

瀬
信
愛
）、
有
馬
尊
義
（
西

荻
）、長
谷
川
洋
介
（
小
平
）、

梅
津
裕
美
（
荻
窪
清
水
）

【
信
徒
】
中
嶌
曉
彦
（
八
王

子
）、
寺
山
正
一
（
小
金
井

緑
町
）、
宮
下
重
康
（
玉
川
）、

山
口
玲
子
（
八
王
子
栄
光
）、

井
関
頌
司
（
白
鷺
）、
福
田

栄
一
（
狛
江
）、
田
口
千
恵
子

（
東
久
留
米
）、
村
山
め
ぐ
み

（
阿
佐
ヶ
谷
）、吉
崎
純
二
（
吉

祥
寺
）、
亀
谷
二
男
（
荻
窪

清
水
）、
阿
保
晴
美
（
小
平
）、

米
山
謙
（
阿
佐
ヶ
谷
）

（
衛
藤
満
彦
報
）

の
教
区
活
動
が
自
粛
さ
れ
て

い
る
た
め
前
年
度
比
92
万
円

（
約
2
％
）
減
で
組
ま
れ
た
。

　
今
ま
で
あ
っ
た
「
会
堂
･

牧
師
館
建
築
緊
急
貸
出
基

金
」
を
「
会
堂
･
牧
師
館

建
築
支
援
基
金
」
に
変
更
す

る
議
案
が
可
決
さ
れ
、
こ
れ

ま
で
の
貸
付
（
2
年
間
で

3
0
0
万
円
ま
で
）に
加
え
、

給
付
を
す
る
仕
組
み
が
で
き

た
。
今
後
こ
の
仕
組
み
を
支

え
る
献
金
活
動
が
重
要
と
な

る
。

　
教
区
総
会
が
書
面
決
議
と

な
っ
た
た
め
、
総
会
会
期
中

に
行
わ
れ
て
き
た
教
会
記
録

審
査
を
、
各
地
区
委
員
会
に

委
ね
て
実
施
す
る
議
案
が
可

決
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

昨
年
度
分
と
2
年
分
の
審
査

が
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

（
小
池
正
造
報
）

甲
府
中
央
辞（
代
）圡
橋
　
誠

　
〃
　
　
就（
主
）小
林
久
実

昭
島
　
辞（
担
）石
川
献
之
助

東
京
神
学
大
学

辞（
神
）関
川
泰
寛

大
森
め
ぐ
み

辞（
兼
主
）関
川
泰
寛

　
〃
　
　
辞（
担
）福
本
英
明

　
〃
　
　
就（
主
）関
川
泰
寛

静
岡
草
深
辞（
主
）堀
地
正
弘

　
〃
　
　
辞（
担
）堀
地
敦
子

　
〃
　
　
就（
代
）高
橋
　
爾

中
国
宇
治
就（
代
）大
塚
　
忍

美
作
　
　
就（
代
）大
塚
　
忍

東
京
聖
書
学
校

辞（
教
）原
田
彰
久

　
〃
　
　
就（
神
）原
田
彰
久

日
本
キ
リ
ス
ト
教
協
議
会
文

書
事
業
部
辞（
教
）寺
田
　
彰

使
徒
　
　
辞（
主
）國
津
信
一

　
〃
　
　
辞（
担
）國
津
里
咲

目
白
　
　
辞（
担
）大
谷
昌
恵

桜
美
林
大
学辞（

教
）三
谷
高
康

広
島
女
学
院就（

教
）三
谷
高
康

広
島
牛
田就（

担
）梅
原
久
美
子

　
教
師
隠
退

菊
池
早
苗
、
柴
多
　
泰
、

小
田
豊
太
郎
、中
村
征
一
郎
、

石
川
献
之
助
、佐
久
本
正
志
、

持
田
行
人
、
坂
本
羣
子
、

貞
弘
範
行
、
髙
橋
眞
美

西
嶋
昭
一
（
隠
退
教
師
）

　
21
年
7
月
31
日
逝
去
、
90

歳
。
山
口
県
生
ま
れ
。
80
年

受
允
、
84
年
受
按
。
80
年
よ

り
豊
浦
教
会
を
牧
会
し
、
17

年
隠
退
。
遺
族
は
息
・
西
嶋

佳
弘
さ
ん
。
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越
谷
教
会
の
礼
拝
で
ル
カ
福
音
者

を
学
び
始
め
た
。
今
、
季
節
は
ず
れ

の
ク
リ
ス
マ
ス
だ
。

　
7
月
18
日
の
礼
拝
は
「
暗
闇
と
死

の
陰
に
座
し
て
い
る
者
た
ち
を
照
ら

し
、
我
ら
の
歩
み
を
平
和
の
道
に
導

く
」（
ル
カ
1
章
79
節
）
の
御
言
葉

が
示
さ
れ
た
。

　
7
月
18
日
は
日
本
基
督
教
団
に

と
っ
て
特
別
な
日
と
し
て
受
け
止
め

て
い
る
。

　
こ
の
日
は
日
本
基
督
教
団
志
木
教

会
の
創
立
記
念
日
だ
。

　
志
木
教
会
横
山
基
生
牧
師
は
創
立

70
周
年
記
念
誌
『
霊
に
燃
え
主
に
仕

え
る
』
の
巻
頭
言
で
次
の
よ
う
に
記

し
て
い
る
。「
志
木
教
会
は
、
第
二

次
世
界
大
戦
の
敗
戦
前
、
1
9
4
5

年
7
月
18
日
に
教
会
設
立
を
、
主
の

導
き
の
中
に
あ
っ
て
な
さ
れ
た
」。

さ
ら
に
「
6
月
26
日
の
宗
教
弾
圧
や

戦
争
が
泥
沼
化
す
る
中
に
あ
っ
て

も
、
主
の
導
き
を
信
じ
て
教
会
設
立

を
な
し
た
姿
に
志
木
教
会
の
信
仰
の

原
点
を
見
ま
す
」
と
記
す
。

　
小
原
十
三
司
牧
師
（
淀
橋
教
会
牧

師
）
に
よ
り
家
の
教
会
と
し
て
家
庭

集
会
が
続
け
ら
れ
、「
熱
心
に
聖
書

を
読
ん
で
祈
る
」
信
仰
者
を
育
て
て

い
っ
た
。

　
小
原
十
三
司
牧
師
が
投
獄
さ
れ
る

状
況
の
中
で
、
信
徒
た
ち
は
怯
む
こ

と
な
く
教
会
を
設
立
し
た
。

　
志
木
教
会
の
設
立
は
、
教
団
の
罪

の
暗
闇
を
照
ら
す
光
と
し
て
受
け
止

め
て
い
る
。

　
教
団
の
罪
の
闇
の
中
に
7
月
18
日

が
光
る
。
こ
の
光
は
日
本
基
督
教
団

が
神
の
憐
み
の
中
に
あ
る
こ
と
を
示

す
神
か
ら
与
え
ら
れ
た
光
だ
。

（
教
団
総
会
議
長
　
石
橋
秀
雄
）

７
月
７
月
1818
日日

－－

罪
の
闇

罪
の
闇

を
照
ら
す
光

を
照
ら
す
光

　
父
は
、
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
ボ
ク

サ
ー
と
し
て
知
ら
れ
た
、
戦
後
初

の
東
洋
フ
ェ
ザ
ー
級
チ
ャ
ン
ピ
オ

ン
、
金
子
繁
治
さ
ん
。〝D

on't 

E
scape

〟
人
生
は
い
か
な
る
こ

と
が
あ
っ
て
も
逃
げ
な
い
、
逃
げ

て
は
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
を
自

分
自
身
に
言
い
聞
か
せ
て
歩
ん
だ

人
で
し
た
。

　
健
太
郎
さ
ん
も
、
父
の
跡
を
継

ぎ
、
大
学
で
は
ボ
ク
シ
ン
グ
部
に

所
属
し
、
卒
業
後
は
コ
ー
チ
、
そ

の
後
、
父
の
設
立
し
た
金
子
ボ
ク

シ
ン
グ
ジ
ム
の
会
長
を
現
在
務
め

て
い
ま
す
。

　
7
人
の
日
本
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
、

5
人
の
東
洋
太
平
洋
チ
ャ
ン
ピ
オ

ン
、
特
に
2
0
1
1
年
、
W
B
A

世
界
ス
ー
パ
ー
フ
ラ
イ
級
チ
ャ
ン

ピ
オ
ン
、
清
水
智
信
選
手
を
育
て

ま
し
た
。「
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
は
奪

い
取
る
も
の
で
は
な
く
、
与
え
ら

れ
る
も
の
」
と
い
う
父
の
教
え
を

守
り
、指
導
に
当
た
っ
て
い
ま
す
。

　
中
学
3
年
の
ク
リ
ス
マ
ス
に
信

仰
告
白
、
碑
文
谷
教
会
員
と
し
て

信
仰
生
活
を
歩
み
始
め
ま
し
た
。

　
18
歳
か
ら
教
会
学
校
の
教
師
と

な
り
、
現
在
は
校
長
と
し
て
奉
仕

し
て
い
ま
す
。
自
ら
の
証
し
を
交

え
て
、
紙
芝
居
を
し
た
り
、
時
に

は
手
品
も
し
て
、
聖
書
を
子
供
た

ち
に
語
り
ま
す
。
サ
マ
ー
キ
ャ
ン

プ
で
は
、虫
取
り
が
得
意
技
で
す
。

　
愛
唱
聖
句
は
、「
い
つ
も
喜
ん

で
い
な
さ
い
。
絶
え
ず
祈
り
な
さ

い
。
ど
ん
な
こ
と
に
も
感
謝
し
な

さ
い
。
こ
れ
こ
そ
、
キ
リ
ス
ト
・

イ
エ
ス
に
お
い
て
、
神
が
あ
な
た

が
た
に
望
ん
で
お
ら
れ
る
こ
と
で

す
」（
1
テ
サ
ロ
ニ
ケ
5
・
16
〜

18
）。

　
ジ
ム
の
会
長
の
他
に
も
、
保
護

司
、
下
北
沢
東
通
り
商
店
街
会

長
、
四
谷
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

ス
ク
ー
ル
講
師
、
学
校
法
人
聖
学

院
理
事
、東
京
都
人
権
擁
護
委
員
、

障
が
い
者
就
労
支
援
団
体
副
理
事

長
、
米
す
じ
亭
（
飲
食
店
）
副
社

長
な
ど
の
仕
事
や
奉
仕
を
担
っ
て

い
ま
す
。

　「
ボ
ク
シ
ン
グ
は
、
喧
嘩
で
な

く
ス
ポ
ー
ツ
」
と
語
る
健
太
郎
さ

ん
。
世
で
も
、ル
ー
ル
に
則
っ
て
、

ク
リ
ス
チ
ャ
ン
と
し
て
の
証
し
を

し
つ
つ
歩
ん
で
い
ま
す
。

チャンピオンは与え
られるもの

金子ボクシングジム会長、碑文
谷教会員

金子健太郎さん

　
秋
田
婦
人
ホ
ー
ム
（
理
事
長
雲
然

俊
美
）
は
、
母
子
生
活
支
援
施
設
、

保
育
所
及
び
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の

3
施
設
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
法

人
に
は
、「
秋
田
婦
人
ホ
ー
ム
後
援

会
」を
通
じ
て
全
国
の
教
会
や
団
体
、

個
人
の
皆
様
か
ら
多
く
の
ご
支
援
を

頂
い
て
お
り
、
こ
の
場
を
お
借
り
し

て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
ず
、
施
設
の
誕
生
に
つ
い
て
記

し
ま
す
。
1
9
2
2
年
に
日
本
キ
リ

ス
ト
教
婦
人
矯
風
会
秋
田
支
部
が
結

成
さ
れ
ま
し
た
。
翌
23
年
に
起
き
た

関
東
大
震
災
の
被
災
地
救
援
に
向

か
っ
た
早
川
か
い
支

部
長
（
日
本
メ
ソ
ヂ

ス
ト
秋
田
教
会
＝
現

在
の
秋
田
楢
山
教
会

員
）
ら
は
、
東
京
・

吉
原
の
遊
郭
の
惨
状

を
目
の
当
た
り
に
し

て
、
ま
た
東
北
出
身

の
娼
妓
が
多
い
こ
と

に
胸
を
衝
か
れ
、
秋

田
で
の
廃
娼
運
動
に

取
り
組
み
ま
し
た
。

28
年
に
は
公
娼
制
度

廃
止
を
求
め
る
意
見

書
を
県
知
事
に
提
出

し
、
秋
田
県
は
全
国

で
3
番
目
の
廃
娼
県

に
な
り
ま
し
た
。
し

か
し
女
性
た
ち
は
前

借
金
等
に
よ
り
娼
妓

か
ら
抜
け
出
す
こ
と
が
難
し
く
、
ま

た
、
救
出
す
る
に
も
個
人
の
力
に
は

限
界
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
多
く
の

方
々
の
賛
同
と
協
力
に
よ
り
33
年

に
、
困
窮
し
て
い
る
女
性
や
母
子
の

安
住
の
場
と
し
て
、
秋
田
婦
人
ホ
ー

ム
の
建
設
が
実
現
し
ま
し
た
。

　
法
人
の
内
、
母
子
生
活
支
援
施
設

を
紹
介
し
ま
す
。

　
現
在
の
施
設
は
、
家
庭
内
暴
力
か

ら
逃
れ
て
き
た
、
夫
が
亡
く
な
っ
て

し
ま
っ
た
、
独
身
で
母
親
に
な
っ
た

な
ど
、
様
々
な
事
情
を
抱
え
た
母
子

家
庭
に
入
所
し
て
い
た
だ
き
、
安
定

し
た
生
活
を
手
に
入
れ
て
自
立
す
る

ま
で
を
お
手
伝
い
し
て
い
ま
す
。
現

在
は
15
世
帯
42
名
の
方
々
が
暮
ら
し

て
い
て
、
臨
床
心
理
士
を
含
め
て
14

名
の
職
員
が
い
て
、
交
代
で
24
時
間

常
駐
し
て
い
ま
す
。

　
施
設
の
玄
関
を
入
る
と
、「
す
べ

て
重
荷
を
負
う
て
苦
労
し
て
い
る
者

は
わ
た
し
の
も
と
に
き
な
さ
い
。
あ

な
た
が
た
を
休
ま
せ
て
あ
げ
よ
う
」

と
記
さ
れ
た
額
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、

牧
師
で
あ
る
理
事
長
を
講
師
と
す
る

理
念
研
修
が
毎
月
行
わ
れ
、
職
員
は

良
き
隣
人
と
し
て
の
奉
仕
を
行
え
る

よ
う
に
学
び
を
続
け
て
い
ま
す
。

　
入
所
し
た
家
族
に
は
、
施
設
が
誰

に
も
脅
か
さ
れ
な
い
場
所
で
あ
る
こ

と
を
初
め
に
知
っ
て
い
た
だ
き
、
そ

の
上
で
信
頼
関
係
を
築
き
な
が
ら
、

そ
れ
ぞ
れ
に
合
っ
た
支
援
計
画
を
立

て
ま
す
。
そ
う
し
て
子
ど
も
の
保
育

所
入
園
や
転
校
・
生
活
保
護
等
の
各

種
手
続
、
離
婚
調
停
へ
の
同
行
、
仕

事
探
し
の
手
伝
い
、
子
育
て
の
助
言

な
ど
、具
体
的
な
支
援
を
進
め
ま
す
。

　
家
庭
内
暴
力
の
中
で
育
っ
て
き
た

子
ど
も
た
ち
の
中
に
は
、
嫌
な
こ
と

が
あ
っ
た
時
に
言
葉
よ
り
先
に
手
が

出
て
し
ま
う
子
も
い
て
、
思
い
を
言

葉
に
で
き
る
よ
う
に
な
る
支
援
も
行

い
、
次
世
代
へ
の
暴
力
の
連
鎖
が
起

き
な
い
よ
う
に
配
慮
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
ク
リ
ス
マ
ス
や
イ
ー
ス

タ
ー
な
ど
の
教
会
関
連
の
行
事
の
ほ

か
、
春
ま
つ
り
、
親
子
日
帰
り
旅
行
、

退
所
者
の
集
い
等
の
行
事
も
沢
山
あ

り
ま
す
。
た
だ
、
昨
年
か
ら
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
中
止
や
延

期
が
多
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
残
念

で
す
。

　
近
年
、
国
の
福
祉
政
策
や
母
子
家

庭
の
ニ
ー
ズ
も
変
わ
り
つ
つ
あ
り
ま

す
。
老
朽
化
が
見
ら
れ
る
施
設
の
更

新
計
画
と
併
せ
て
、
将
来
の
あ
り
方

を
模
索
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
U
R
L
は
、h

ttp
://ak

ita-

fujinhom
e.com

あなたがたを休ませてあげよう
社会福祉法人秋田婦人ホーム・母子生活支援施設秋田婦人ホーム 施設長 　柴 田 　理

秋
田
婦
人
ホ
ー
ム
外
観
と

秋
田
楢
山
教
会
で
の
こ
ど
も
礼
拝

　
本
運
営
委
員
会
に
さ
き
か

げ
、4
月
9
日
、第
8
回
（
臨

時
）
部
落
解
放
セ
ン
タ
ー
運

営
委
員
会
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で

開
催
し
た
。
こ
こ
で
は
、
斎

藤
成
二
運
営
委
員
長
を
主
事

代
行
に
選
出
す
る
に
あ
た

り
、
公
平
性
の
観
点
か
ら
主

事
と
の
兼
任
を
避
け
る
た

め
、
新
運
営
委
員
長
に
亀
岡

顕
運
営
委
員
を
選
出
し
た
。

新
活
動
委
員
長
に
は
、
活
動

委
員
会
に
て
小
西
淳
活
動
委

員
が
選
出
さ
れ
た
こ
と
が
報

告
さ
れ
た
。

　
こ
の
体
制
の
も
と
、
第
41

総
会
期
第
9
回
部
落
解
放
セ

ン
タ
ー
運
営
委
員
会
を
6
月

25
日
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催

し
た
。
運
営
委
員
16
名
の
出

席
と
8
名
の
陪
席
。
ま
ず
、

各
部
門
の
活
動
報
告
を
し

た
。
青
年
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
は
オ

ン
ラ
イ
ン
開
催
と
な
り
、
8

月
12
～
24
日
に
か
け
て
連
続

講
座
を
設
け
、
最
終
日
に
全

体
協
議
を
行
う
。
ま
た
、
運

営
委
員
会
が
オ
ン
ラ
イ
ン
開

催
と
な
っ
て
か
ら
、
各
教
区

の
報
告
時
間
が
充
分
に
確
保

で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
反
省

し
、
今
回
は
充
分
に
時
間
を

取
っ
て
報
告
を
聞
い
た
。

　
協
議
事
項
で
は
2
0
2
0

年
度
活
動
献
金
報
告
、

2
0
2
0
年
度
経
常
・
特
別

会
計
報
告
、
2
0
2
0
年
度

経
常
・
特
別
会
計
監
査
報
告

を
上
程
し
、
い
ず
れ
も
質

疑
の
後
承
認
し
た
。
次
に

2
0
2
1
年
度
経
常
会
計
補

正
予
算
案
を
上
程
し
た
。
現

在
、
作
業
補
助
者
を
置
い
て

セ
ン
タ
ー
歴
史
資
料
の
整
理

を
行
っ
て
お
り
、
そ
の
謝
礼

の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
、
そ

の
内
訳
や
支
出
項
目
の
検
討

を
行
っ
た
後
承
認
し
た
。

　
カ
ナ
ダ
合
同
教
会
か
ら
の

指
定
献
金
に
つ
い
て
、
先
方

に
提
出
す
る
使
用
計
画
を
協

議
し
た
。
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー

宣
教
セ
ン
タ
ー
・
農
村
伝
道

神
学
校
と
共
同
で
行
っ
て
い

るA
ffirm

ing M
inistry 

P
roject

や
部
落
解
放
セ
ン

タ
ー
建
物
の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
等
に
用
い
る
こ
と
を
決
議

し
た
。
特
に
セ
ン
タ
ー
建
物

は
老
朽
化
が
顕
著
で
、
実
習

生
受
け
入
れ
時
の
宿
泊
場
所

確
保
も
急
務
な
の
で
、
具
体

的
な
ア
イ
デ
ア
を
出
す
た
め

に
、
運
営
委
員
長
の
も
と
検

討
委
員
会
を
設
置
す
る
。

　
加
え
て
、
主
事
代
行
を
置

い
て
い
る
実
情
を
踏
ま
え
、

今
後
の
セ
ン
タ
ー
活
動
の
展

望
と
新
主
事
選
任
に
つ
い
て

継
続
的
に
協
議
し
て
い
く
こ

と
を
確
認
し
た
。

（
後
藤
　
慧
報
）

新
運
営
委
員
長
の
も
と
初
め
て
の
会
合

▼
部
落
解
放
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
会▼

　
お
知
ら
せ

　
8
月
末
、
全
国
の
教
会
・
伝
道
所
に
「
2
0
2
1
年
東
北

地
方
地
震
被
災
教
会
会
堂
等
再
建
募
金
」
の
趣
意
書
を
発
送

い
た
し
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

2
0
2
1
年
東
北
地
方
被
災
教
会
会
堂
等

再
建
支
援
委
員
会
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